


此
の
度
、
身
延
山
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
仏
像

制
作
修
復
室
季
刊
誌
『
の
み
お
と
』
第
三
号
を
発

刊
さ
せ
て
頂
く
に
あ
た
り
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
し

た
皆
様
方
に
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
深
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

身
延
山
大
学
ラ
オ
ス
世
界
遺
産
仏
像
修
復
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
め
て
十
八
年
が
経
過
し
ま
し

た
。
手
探
り
の
状
態
か
ら
始
ま
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
す
が
今
で
は
現
地
ス
タ
ッ
フ
の
明
確
な
成

長
が
見
ら
れ
ま
す
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
両
国
の
ス
タ
ッ
フ

が
仏
像
修
復
に
共
に
取
り
組
み
、
将
来
的
に
は
ラ

オ
ス
人
に
よ
る
仏
像
修
復
の
定
着
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

二
０
０
九
年
か
ら
積
極
的
に
人
材
育
成
に

力
を
入
れ
て
来
た
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
が
、

ラ
オ
ス
人
ス
タ
ッ
フ
に
は
技
術
だ
け
で
な
く

責
任
感
を
高
め
自
己
研
鑽
を
深
め
て
欲
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

ラ
オ
ス
の
活
動
以
外
に
も
東
日
本
大
震
災

慰
霊
事
業
を
二
０
一
一
年
六
月
か
ら
開
始
し
、

悲
母
観
音
・
慈
母
観
音
の
制
作
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
二
０
一
五
年
三
月
十
一
日
に
は
沢
山

の
方
々
の
お
力
を
頂
き
悲
母
観
音
像
が
完
成
、

陸
前
高
田
市
妙
恩
寺
に
奉
安
さ
れ
ま
し
た
。
現

在
は
仙
台
市
孝
勝
寺
に
お
さ
め
る
予
定
の
慈

母
観
音
像
を
制
作
中
で
す
。

今
後
も
、
工
房
で
の
活
動
を
続
け
て
行
く
に

あ
た
り
、
『
の
み
お
と
』
を
通
じ
て
我
々
の
活

動
を
ご
理
解
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

二
０
０
一
年
よ
り
皆
様
の
御
助
力
に
よ
り
続

け
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
早
く
も
十
八
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

今
回
の
活
動
で
は
現
地
仏
像
修
復
技
術
者
の

育
成
、
世
界
遺
産
地
域
内
に
あ
る
ア
ー
パ
イ
寺

院
大
仏
修
復
に
用
い
ら
れ
る
素
材
の
古
代
セ
メ

ン
ト
（
現
地
名=

パ
タ
イ
フ
ン
・パ
タ
イ
ペ
ッ
ト
）

の
製
法
や
使
用
法
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
継
続
し
て
行
っ
て
い
る
ヴ
ィ
ス
ン
ナ

ラ
ト
寺
院
の
仏
像
陳
列
整
備
、
県
美
術
工
芸
学

校
の
作
業
場
整
備
支
援
、
仏
像
安
置
状
況
及
び

盗
難
仏
調
査
、
ヴ
ィ
エ
ン
チ
ャ
ン
美
術
工
芸
大

学
鋳
造
場
整
備
、
ラ
オ
ス
人
技
術
者
招
聘
研
修

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

加
え
て
精
華
大
学
教
授
西
先
生
に
よ
る
鋳
造

技
術
実
践
指
導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ラ
オ
ス
世
界
遺
産

仏
像
修
復
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

御
挨
拶

身
延
山
大
学
特
任
教
授

柳
本
伊
左
雄
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パ
タ
イ
フ
ン
・
パ
タ
イ
ペ
ッ
ト
研
究

ラ
オ
ス
の
仏
像
に
は
古
代

セ
メ
ン
ト
に
よ
る
塑
像
仏
も

多
く
、
そ
の
製
法
は
、
口
伝
の

み
で
不
確
か
な
部
分
が
あ
り
、

製
法
研
究
が
急
務
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
本
学
の
ス
ト
ロ
ー
ス

マ
ン
先
生
を
中
心
に
製
法
解

明
研
究
が
続
い
て
い
ま
す
。

水
牛
の
皮
を
煮
込
み

膠
を
作
成

基
材
と
な
る
砂
を
水
牛
の
皮
を
煮
込
み

生
成
さ
れ
た

に
か
わ

膠

で
固
め
ま
す
。
そ
の
他
は

口
伝
毎
に
差
異
が
見
ら
れ
ま
す
。
現
在
は
最

良
の
調
合
割
合
の
実
験
と
、
そ
の
強
度
テ
ス

ト
を
繰
り
返
す
地
道
な
活
動
が
主
と
な
っ

て
い
ま
す
。

基
材
と
な
る
砂

（
こ
れ
は
山
砂
）

ラ
オ
ス
人
仏
像
修
復
技
術
者

招
聘
研
修
（
国
際
交
流
）

強
度
テ
ス
ト
用
に

ブ
ロ
ッ
ク
状
に
成
型

今
回
の
活
動
で
は
、
安
定
し
た
製
法

確
立
の
為
、
複
数
伝
わ
る
製
法
を
調
査

し
、
そ
の
製
法
で
作
ら
れ
た
強
度
の
実

験
を
行
い
ま
し
た
。
素
材
に
よ
り
若
干

の
差
異
は
有
り
ま
す
が
基
本
的
な
部

分
は
共
通
し
て
い
ま
し
た
。
基
材
に
は

砂
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

膠
を
長
期
保
存
可
能

な
様
に
乾
燥
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新
た
な
頭
部
を
黄
銅
鋳
造

頭
部
設
置

ペ
ン
キ
で
彩
色
さ
れ
て
い
た

炉
か
ら
汲
み
上
げ
ら
れ
た

「
湯
」
（
溶
け
た
金
属
）

ラ
オ
ス
現
地
仏
像
修
復
作
業

木
彫
仏
修
復
作
業

鋳
造
仏
頭
部
復
元
修
復
作
業

修
復
前

完
成
（
金
箔
・古
色
処
理
済
）

製
作
時
代
に
見
合
わ
な
い
様
式
で
補
修
さ
れ
て

い
た
コ
ン
ク
リ-

ト
製
頭
部
と
塗
装
を
除
去

後

後

前

前
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二
０
一
五
年
妙
恩
寺
本
堂
へ
前
作
悲
母
観
音
が
納
め
ら
れ
、
現
在

二
体
目
と
な
る
『
慈
母
観
音
像
』
を
工
房
一
丸
と
な
っ
て
制
作
し
て

お
り
ま
す
。

二
０
一
七
年
三
月
十
一
日
、
仙
台
市
孝
勝
寺

に
て
東
日
本
大
震
災
慰
霊
法
要
が
宗
派
も
国
籍

も
超
え
て
多
数
の
僧
侶
、
多
数
の
信
者
が
集
い

盛
大
に
執
り
行
わ
れ
る
中
に
お
招
き
頂
き
、
慈

母
観
音
像
に
よ
る
鑿
入
れ
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し

た
。震

災
の
爪
痕
は
未
だ
残
り
な
が
ら
も
世
間
的

に
は
其
の
記
憶
が
徐
々
に
風
化
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。ひ

と
の
み
運
動
と
慈
母
観
音
が
そ
の
風
化
に

歯
止
め
を
掛
け
る
た
め
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い

で
す
。

三
・
一
一
東
日
本
大
震
災
慰
霊
法
要
と
ひ
と
の
み
運
動

東
日
本
大
震
災
慰
霊

慈
母
観
音
建
立

＊仕上げ作業に入らせて頂く為、申し訳ありませんが平成二十九年夏以降はのみ入れが行えなくなります



二
０
一
五
年
妙
恩
寺
本
堂
へ
前
作
悲
母
観
音
が
納
め
ら
れ
、
現
在

二
体
目
と
な
る
『
慈
母
観
音
像
』
を
工
房
一
丸
と
な
っ
て
制
作
し
て

お
り
ま
す
。

二
０
一
七
年
三
月
十
一
日
、
仙
台
市
孝
勝
寺

に
て
東
日
本
大
震
災
慰
霊
法
要
が
宗
派
も
国
籍

も
超
え
て
多
数
の
僧
侶
、
多
数
の
信
者
が
集
い

盛
大
に
執
り
行
わ
れ
る
中
に
お
招
き
頂
き
、
慈

母
観
音
像
に
よ
る
鑿
入
れ
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し

た
。震

災
の
爪
痕
は
未
だ
残
り
な
が
ら
も
世
間
的

に
は
其
の
記
憶
が
徐
々
に
風
化
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。ひ

と
の
み
運
動
と
慈
母
観
音
が
そ
の
風
化
に

歯
止
め
を
掛
け
る
た
め
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い

で
す
。

三
・
一
一
東
日
本
大
震
災
慰
霊
法
要
と
ひ
と
の
み
運
動

東
日
本
大
震
災
慰
霊

慈
母
観
音
建
立

＊仕上げ作業に入らせて頂く為、申し訳ありませんが平成二十九年夏以降はのみ入れが行えなくなります



長
年
の
傷
み
が
激
し
か
っ
た
七
面
山
敬
慎
院
摩
尼
殿
の
修

復
が
報
恩
事
業
と
し
て
立
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
平
成
二
十

六
年
～
二
十
八
年
の
三
年
に
渡
り
工
房
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
み
、
二
百
三
十
年
振
り
に
そ
の
本
来
の
色
鮮
や
か
な
姿
へ

と
蘇
り
ま
し
た
。

工
房
活
動
報
告

七
面
山
敬
慎
院
本
殿
修
復

佛
成
寺
七
面
天
女
像
修
復

新 旧 旧新

洗
浄
→
補
修
→
漆
塗
→
箔
押
→
彩
色

洗
浄
→
補
修
→
胡
粉
塗
布
・
盛
上

→
漆
塗
→
箔
押
→
彩
色
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→
漆
塗
→
箔
押
→
彩
色

洗
浄
→
補
修
→
胡
粉
塗
布
・
盛
上

→
漆
塗
→
箔
押
→
彩
色



身
延
山
清
水
房
内
野
光
智
上
人
に
よ
り
復

興
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
追
分
感
井
坊
。
此
の

度
工
房
で
は
感
井
坊
に
古
く
か
ら
安
置
さ
れ

て
い
る
祖
師
像
の
修
復
を
行
い
ま
し
た
。

江
戸
期
の
出
開
帳
の
際
久
遠
寺
本
堂
の
祖

師
像
が
江
戸
へ
、
奥
之
院
の
祖
師
像
が
久
遠
寺

へ
、
感
井
坊
の
祖
師
像
が
奥
之
院
へ
祀
ら
れ
た

と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
存
の
像
が
そ
う
で

あ
る
か
の
確
証
は
あ
り
ま
せ
ん
。

修
復
の
折
に
見
つ
か
っ
た
胎
内
の
墨
書
に

は
「
宝
永
七
年
庚
子
四
月
十
三
日
」
と
あ
り
、

『
身
延
山
諸
堂
記
』
に
あ
る
年
月
日
と
は
若
干

の
誤
差
（
記
録
時
に
よ
る
差
異
か
？）

が
あ
る

も
の
の
本
願
人
は
同
一
人
の
「
冶
兵
衛
（
諸
堂

記
内
で
は
紙
屋
姓
）
」
と
一
致
。
こ
れ
に
よ
り

三
百
年
前
よ
り
伝
わ
る
文
献
と
同
一
祖
師
像

で
あ
る
事
が
確
定
さ
れ
ま
し
た
。

身
延
山
大
学
の
工
房
に
て
朝
八
時
よ

り
執
り
行
わ
れ
た
遷
座
式

追
分
感
井
坊
祖
師
像
修
復

祖
師
像
遷
座
式

二
０
一
七
年
四
月
二
十
五
日
、
春
の
陽

気
の
中
、
彫
玄
堂
に
て
修
復
が
完
了
し
た

追
分
感
井
坊
の
祖
師
像
の
遷
座
式
が
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。
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法
主
猊
下
に
お
言
葉
を
頂
く

輿
に
乗
る
祖
師
像

感
井
坊
へ
帰
り
着
い
た
祖
師
像

身
延
山
大
学
・
久
遠
寺
・
ロ-

プ
ウ
ェ
イ
・
奥
之
院
・
感
井
坊
と

輿
に
乗
り
帰
路
に
着
く
祖
師
像

当
初
懸
念
さ
れ
て
い
た
天
気

に
も
恵
ま
れ
、
無
事
に
到
着
す
る

祖
師
像
。
心
な
し
か
祖
師
像
が
笑

顔
に
見
え
る
と
話
す
人
々
も
。

厨
子
に
綺
麗
に
収
ま
り
関
係

者
の
皆
様
も
安
堵
の
表
情
を
見

せ
ま
し
た
。
何
事
も
無
く
済
み
工

房
の
面
々
も
一
安
心
で
し
た
。

奥
之
院
に
到
着

工
房
よ
り
出
発
す
る
祖
師
像

○
監
修

・
・
・
・
・
柳
本
伊
左
雄

身
延
山
大
学
特
任
教
授

○
デ
ザ
イ
ン/

編
集
・
・
林
田
三
郎

・
・
岡
村
明
子

○
表
紙
デ
ザ
イ
ン

/

監
修

・
・
永
利
郁
乃

平
成
二
十
九
年
三
月

身
延
山
大
学

東
洋
文
化
研
究
所

仏
像
制
作
修
復
室

http://buddhasculp.wixsite.com/tyougendou
http://www.min.jp/ Facebook やってます

編
集
後
記

ふ
と
歩
み
を
止
め
て
周
り
を
見
渡
し
て

み
る
と
、
私
達
の
活
動
は
様
々
な
人
々
に
支

え
ら
れ
な
が
ら
行
っ
て
い
る
事
に
改
め
て

気
付
か
さ
れ
ま
す
。
以
前
柳
本
先
生
の
語
ら

れ
た
「
自
分
は
造
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、

造
ら
せ
て
貰
っ
て
い
る
」
と
い
う
言
葉
が
思

い
返
さ
れ
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
皆
様
方
に
感
謝
を
示
す
為

に
も
我
々
工
房
一
同
、
よ
り
一
層
の
精
進
を

重
ね
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
何
卒
こ
れ
か
ら

も
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
協
力
と
ご
理
解
の

程
、
宜
し
く
御
願
致
し
ま
す
。

〒409-2597 山梨県南巨摩郡身延町身延 3567

感
井
坊
へ
と
続
く
険
し
い
山
道
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